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お
知
ら
せ

都
合
で
変
更
と
な
る

場
合
も
あ
り
ま
す

村社会福祉協議会の
村内再開

（陽だまりの家）

午前０時に長泥を除く
19行政区で避難指示が

解除されます

村社協が村
内へ３

31
３

６
３

31

避難指示解除記念式典
（交流センター「ふれ愛館」）

１
29

２
４

２
10

菊池製作所が「ふくしま産業賞」を受賞

大切な文化財を
火災から守ろう

大雷神社の雪の境内で発煙筒をたき、 ▼

ポンプ車を使った放水訓練を行いました 　

▲までい牛はサーロイン
　ステーキやローストビ
　ーフの寿司で提供　

▲前売り券は早々に完売。
村民をはじめ、この日を
待ちかねたファンがテー
ブルを囲みました

　文化庁・消防庁は、昭和24年に法隆寺金堂
壁画を焼失した１月26日を「文化財防火デー」
と定め、この日を中心とした文化財防火運動
を、全国で推進しています。村も毎年、この
防火運動に取り組んでおり、今年は、飯樋地
区の大雷神社で消防訓練を実施しました。訓
練には、地域住民と共に、村文化財保護審議
会、村消防団、南相馬消防署飯舘分署、村教
育委員会が参加。消防団の放水訓練や、参加
者による初期消火訓練など、火災発生時に備
えた訓練が行われました。

みなさんの身近な話題をお知らせください　☎0244（42）1613 （企画係）

　ホテル福島グリーンパレス（福島市）で、村と
村酒販店会共催の「までい牛と純米大吟醸飯舘
に親しむ夕べ」が開かれました。「までい牛」は、
小林將男さん（関沢）が、飯舘牛の血統を守って
千葉県で育てる黒毛和牛。純米大吟醸「飯舘」は、
昭和62年に、村内産の酒米「美山錦」を使い、村
おこしの一環で製造・販売された日本酒で、震
災後は、避難先で酒米を生産する小林稔さん（前
田・八和木）ら関係者の努力で生産が続いてい
ます。多くの人が美酒と美食に舌鼓を打ち、関
係者は「感無量」と喜び合いました。

「までい牛」と純米大吟醸「飯舘」を味わう

▲記念撮影に臨む受賞企業の代表。前列左から３人目が菊池社長。右隣は内堀雅雄知事

　村内で操業を続ける㈱菊池製作所（本社・東京
都八王子市）が、福島民報社主催・福島県他共催
の「ふくしま産業賞」において、震災後の発展的な
取り組みが評価され、福島民報社奨励賞を受賞し
ました。同賞は、入賞31社の上位３賞にあたる賞
で、菊池功社長が、民報ビル（福島市太田町）で開
かれた表彰式に出席。受賞スピーチで、「現在多
くの大学と連携しロボット関連の事業を展開でき
ているのも、村に会社を残してくれた社員たちの
おかげ。共に受賞を喜びたい」と語りました。

長期宿泊者を対象とした初めての懇談会

２
月
の
村
の
動
き
と
主
な
で
き
ご
と

１
日	•

旧
松
川
小
仮
設
住
宅
自
治
会
懇
談
会
（
旧
松
川
小
応
急
仮
設
住
宅
集
会
所
）

２
日	•

み
ら
い
議
会
（
村
役
場
本
庁
議
場
）

３
日	•

３
府
省
庁
副
大
臣
に
よ
る
避
難
指
示
区
域
等
の
医
療
・
介
護
に
関
す
る
視
察
・
意
見
交
換

（
い
い
た
て
ホ
ー
ム
・
い
い
た
て
ク
リ
ニ
ッ
ク
）

４
日	•

伊
達
東
仮
設
住
宅
自
治
会
・
伊
達
方
部
自
治
会
懇
談
会
（
伊
達
東
地
区
交
流
館
）

５
日	•

南
相
馬
市
自
治
会
懇
談
会
（
南
相
馬
市
原
町
区
福
祉
会
館
）

８
日	•

第
１
回
飯
舘
村
除
染
検
証
委
員
会
（
村
役
場
本
庁
）

10
日	•

仮
設
住
宅
・
公
的
宿
舎
等
管
理
人
会
議
（
飯
野
支
所
）

11
日	•

松
川
第
一
仮
設
住
宅
自
治
会
懇
談
会
（
松
川
第
一
応
急
仮
設
住
宅
集
会
所
）

12
日	•

長
期
宿
泊
者
と
の
懇
談
会
（
交
流
セ
ン
タ
ー
「
ふ
れ
愛
館
」）

13
日	•

荒
井
・
信
夫
住
宅
自
治
会
懇
談
会
（
福
島
西
学
習
セ
ン
タ
ー
）

13
～
15
日•

村
議
会　

国
・
関
係
機
関
へ
の
要
請
活
動
・
視
察
研
修
（
東
京
都
内
）

14
日	•

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
会
（
飯
野
支
所
）

　
　

	•

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
理
事
会
（
飯
野
支
所
）

　
　

	•

相
馬
西
仮
設
住
宅
自
治
会
懇
談
会
（
相
馬
大
野
台
応
急
仮
設
住
宅
集
会
所
）

15
日	•

大
森
地
区
自
治
会
懇
談
会
（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
大
森
宿
舎
集
会
所
）

16
日	•

吉
倉
宿
舎
自
治
会
懇
談
会
（
吉
倉
公
務
員
宿
舎
集
会
所
）

19
日	•

北
信
方
部
自
治
会
懇
談
会
（
花
も
も
の
湯
）

　
　

	•

川
俣
地
区
自
治
会
き
つ
つ
き
の
会
懇
談
会
（
川
俣
町
中
央
公
民
館
）

20
日	•

飯
野
町
団
地
自
治
会
懇
談
会
（
ふ
れ
あ
い
ほ
～
る
ま
つ
ぼ
っ
く
り
）

21
日	•

飯
舘
村
企
業
立
地
審
議
会
（
村
役
場
本
庁
）

22
日	•

第
２
回
農
業
委
員
会
定
例
総
会
（
村
役
場
本
庁
議
場
）

　
　

	•

文
化
財
保
護
審
議
委
員
会
（
交
流
セ
ン
タ
ー
「
ふ
れ
愛
館
」）

　
　

	•

社
会
教
育
委
員
の
会
議
（
交
流
セ
ン
タ
ー
「
ふ
れ
愛
館
」）

　
　

	•

健
康
づ
く
り
推
進
協
議
会
（
村
役
場
本
庁
）

　
　

	•

飯
野
・
明
治
仮
設
住
宅
自
治
会
懇
談
会
（
飯
野
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

23
日	•

定
例
教
育
委
員
会
（
村
役
場
本
庁
）

28
日	•

小
中
学
校
地
域
学
校
保
健
委
員
会
（
飯
舘
中
学
校
）

　
　

	•

第
２
回
飯
舘
村
除
染
検
証
委
員
会
（
村
役
場
本
庁
）

▲�避難指示解除後の暮らしを想定した具体的な質問・意見が続きました

　長期宿泊者を対象とした住民懇談会が開
かれ、会場の交流センター「ふれ愛館」に、
村民43人が集まりました。国からは原子力
災害現地対策本部の後藤収副本部長や関係
省庁、県からは担当者らが出席。菅野村長
ほか村の関係者も出席して、参加者から課
題や要望を聞き、対応について意見を交わ
しました。間近に迫った避難指示解除に向
けて、出席者からは、防犯・医療・買い物・
生きがいづくり・家庭ごみについてなど、暮
らしに関連する分野の質問が相次ぎました。

２
12

国が避難指
示を解除

復興へ新た
なスタート


